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靖
園
神
社
の
存
在
と
そ
の
意
義

野田内閣と「
靖国」

今
回
の
民
主
党
代
表
選
考
の

過
程
で
は、
新
首
相
に
就
任
し

た
野
田
佳
彦
氏
の
ス
ピ
ー
チ
が

五
人
の
候
補
の
な
か
で
断
然
光

っ
て
い
た。
そ
の
ス
ピ
ー
チ
に

共
感
し
て
投
票
行
動
を
決
断
し

た
民
主
党
議
員
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。
日

本
の
政
治
も
い
わ
ゆ
る
政
局
政

治
や
派
閥
政
治
か
ら
解
き
放
た

れ
て、
ス
ピ
ー
チ
の
中
味
で
政

治
が
決
ま
る
ρ
弁
論H
政
治
の

第一
歩
が
刻
ま
れ
た
の
で
は
な

い
か
と、
野
間
首
相へ
の
期
待

が
大
き
く
ふ
く
ら
ん
だ。

松
下
政
経
塾
第一
期
生
の
野

田
氏
は、
野
党
時
代、
小
泉
純

一
郎
首
相
の
靖
園
参
拝
を
国
会

で
取
り
上
げ
て
批
判
し
て
い
た

と
は
い
え、
い
わ
ゆ
る
靖
国
神

すや
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社へ
の
A
級
戦
犯
の
合
犯
に
関

連
し
て
は、
こ
の
問
題
は
日
本

が
結
ん
だ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

条
約
で
決
着
し
て
お
り、
「
A
級

戦
犯
と
呼
ば
れ
た
人
た
ち
は
戦

争
犯
罪
人
で
は
な
い」
と
い
う

見
解
を
平
成
十
七
（
二
O
O
五）

年
に
国
会
で
の
質
問
主
意
書
で

示
し
て
い
た
と
い
う
の
で、
小

泉
首
相
同
様
の
持
閣
参
拝
の
約

束
を
期
待
し
て
い
た
の
だ
が、

こ
の
期
待
は
す
で
に
消
え
失
せ

て
し
まっ
た。
「
首
相
在
任
中
に

靖
園
公
式
参
持
は
し
な
い」
と

早々
に
明
言
し
た
か
ら
で
あ
る。

同
時
に、
民
主
党
幹
事
長
に

小
沢一
郎
元
代
表
の
保
護
者
と

も
い
え
る
参
議
院
の
ボ
ス、
輿

石
東
氏
を
任
命
し
た
あ
た
り
か

ら、
野
田
氏へ
の
私
の
当
初
の

期
待
は
急
速
に
し
ぼ
ん
で
い
っ

た。

日中関係と靖国問題

最
近
の
中
国
経
済
の
著
し
い

発
展
や
軍
事
力
の
拡
大
に
当
面

し
て、
日
中
関
係
に
は
新
た
な

課
題
が
突
きつ
け
ら
れ
て
い
る。

そ
う
し
た
状
況
下
で
民
主
党
の

政
調
会
長
に
就
任
し
た
ば
か
り

の
前
原
誠
二・
元
外
相
が
去
る

一
O
月
七
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で

講
演
し、
「
中
国
は
既
存
の
国
際

ル
l
ル
の
変
更
を
求
め
る
ゲ
ー

ム・
チ
ェ
ン
ジ
ャ
l
だ」
と
し

て、
最
近
の
中
国
の
動
向
に
対

す
る
警
戒
感
を
表
明
し
た
こ
と

は
注
目
に
値
す
る。

日
中
関
係
に
は、
棚
上
げ
さ

れ
た
ま
ま
時
間
を
経
て
い
る
問

題
が
多
々
あ
る。
そ
れ
ら
の
問

題
が
休
火
山
の
よ
う
に
時
々
爆

発
し、
マ
グ
マ
が
大
き
く
噴
出

す
る。靖

園
神
社
の
問
題
も、
か
つ
て

歴
代
の
日
本
の
首
相
が
靖
囲
神

社
を
参
拝
す
る
こ
と
は
恒
例
で、

日
常
的
な
行
事
の一
つ
に
なっ

て
い
た
の
だ
が、
中
曽
根
康
弘

首
相
が
昭
和
六
十
（一
九
八
五）

年
に
敢
え
て
公
式
参
拝
に
踏
み

切
り、
そ
れ
に
対
す
る
中
国
の

激
し
い
反
発
が
あ
っ
て
翌
昭
和

六
十一
（一
九
八
六）
年
に
こ
れ

を
中
止
し
た
こ
と
に
よ
っ
て、

以
後
中
国
は
こ
の
問
題
を
常
に

持
ち
出
す
よ
う
に
なっ
た。

も
ち
ろ
ん
靖
図
神
社
は
日
本

の
神
社
で
あ
る。
中
国
に
あ
る

の
で
は
な
い。
そ
こ
に
A
級
戦

犯
が
合
組
さ
れ
て
い
よ
う
と
も、

日
本
国
民
の一
般
的
な
感
情
と

し
て
は、
戦
争
の
い
わ
ば
犠
牲

者
と
し
て
お
杷
り
し、
お
参
り

す
る
の
で
あ
る。
年
間
五
O
O

万
人
も
の
人
た
ち
が
お
参
り
す

る
と
い、つ
こ
と
は、
そ
の
こ
と

自
体
が
日
本
の一
つ
の
大
き
な

宗
教
的
現
実
な
の
で
あ
る。
A

級
戦
犯
を
持
園
神
社
か
ら
引
き

剥
が
せ
と
い
う
主
張
は
中
国
側

の
論
理
で
あ
り、
そ
の
中
国
側

の
論
理
は
中
国
共
産
党
の
論
理

で
あ
る。
つ
ま
り
ひ
と
握
り
の

悪
者
に
対
し
て
常
に
多
数
の
大

衆
が
い
る、
そ
の
大
衆
の
味
方

が
共
産
党
な
の
だ
と
い
う
ま
さ

に
階
級
闘
争
史
観
な
の
だ。

で
は
中
国
の
民
衆
が一
様
に

こ
の
よ
う
な
階
級
闘
争
史
観
に

立
っ
て
い
る
か
と
い
う
と、
そ

れ
は
大
間
違
い
で、
小
泉
政
権

の
頃、
私
が
北
京
で
出
会っ
た

タ
ク
シ
ー
の
逆
転
手
な
ど
は、

「
小
泉
首
相
は
偉
い。
日
本
の
靖

園
神
社
に
日
本
の
首
相
が
行
く

の
は
当
然
だ」
と
強
い
調
子
で

一語っ
て
い
た。

に
も
か
か
わ
ら
ず、
一
種
の

「
服
罪
外
交」
の
パ
タ
ー
ン
をつ

く
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に、

日
中
関
係
の
無
粋
な
構
造
が
露

呈
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

今
回、
野
田
首
相
が
就
任
早
々

に
「
在
任
中
の
精
園
公
式
参
拝

は
し
な
い」
と
言
明
し
た
こ
と

は、
こ
の
よ
う
な
「
服
罪
外
交」

か
ら
日
本
の
政
治
家
が
依
然
と

し
て
解
き
放
た
れ
て
い
な
い
こ

と
を
露
呈
し
て
い
た。
そ
れ
は

日
本
国
民
全
体
に
と
っ
て
残
念

な
こ
と
で
あ
る。
し
か
し、
野

田
氏
は一
方
で
「
A
級
戦
犯
問

題
は
存
在
し
な
い」
と
い
う
歴

史
観
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら、
公
式
参
拝
で
は
な
く
て

も
様
々
な
か
た
ち
で
靖
囲
神
社

へ
参
拝
で
き
る
の
だ
か
ら、
是

非
そ
れ
を
実
現
し
て
ほ
し
い。

多
く
の
日
本
国
民
は
そ
の
こ
と

を
待
望
し
て
い
る
に
違い
な
い。

靖国問題と死生観の遣い

と
こ
ろ
で
苅
困
問
題
を
考
え

る
に
際
し
て
は、
日
本
人
と
中

国
人
と
の
聞
に
生
と
死、
つ
ま

り
死
生
観
の
大
き
な
速
い
が
あ

る
こ
と
も
忘
れ
て
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う。
中
国
人
は、
「
死
生一

如」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る

よ
う
に、
生
と
死
の
あ
い
だ
に

境
は
な
い、
と
い
う
死
生
観
に

立
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い。
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正
午
に
黙
祷
を
捧
ぐ

正
午、
境
内
に
時
報
が
流
さ

れ
る
と
参
拝
者
の
足
提
み
は
止

り、
境
内一
円
は
静
寂
に
包
ま

れ
た。
数
万
人
の
参
拝
者
は一

斉
に
御
本
殿
に
向
か
っ
て、
そ

れ
ぞ
れ一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ

た。相撲甚句が奉納

昼
過
ぎ、
拝
殿
で
は、
大
勢

の
昇
殿
参
拝
者
が
見
守
る
中、

両
国
相
撲
甚
句
会
（
中
川
友
次

会
長）
会
員
十
九
名
に
よ
り
恒

例
の
相
撲
甚
句
が
奉
納
さ
れ
た。

昭
和
二
十
七
年、
極
東
国
際

軍
事
裁
判
で
所
謂
A
級
戦
犯
と

さ
れ
た
方
々
の
収
容
さ
れ
て
い

る
巣
鴨
拘
世
所
に
て
慰
問
大
相

撲
と
共
に
披
露
さ
れ
た
際、
収
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容者場対規
制ポバり同
閥割足

っ
た
と
い
われ
る
「
新
生
日
本」

を
は
じ
め
全
五
山
が
神
前
に
て

節
回
し
も
清々
し
く
唄
わ
れ
たc

第
二
十
五
回
戦
残
者
追
悼

国
民
集
会
開
催

ま
た、
神
社
外
苑
で
は
午
前

十
時
三
十
分
よ
り
「
第
二
十
五

回
戦
技
者
追
悼
国
民
集
会」
（
英

霊
に
こ
た
え
る
会・
日
本
会
議

主
催）
が
開
催
さ
れ、
二
千
百

人
を
超
え
る
人
々
が
参
加
し
た。

集
会
で
は、
佐
藤
正
久
参
議

院
議
員・
小
野
田
寛
郎
小
野
田

自
然
塾
理
事
長・
一
色
正
春
元

海
上
保
安
官
等
が
提
言
を
行っ

た。拝
観
者
で
溢
れ
る
遊
就
館

社
頭
に
は
折
鶴
も

I � 
御祭神に対し綱領甚句奉納

遊
就
館
に
は、
こ
の
日
約一

万
人
が
来
館
し
た。
閉
館
ま
で

拝
観
者
の
人
波
は
途
切
れ
る
こ

と
が
な
く、
展
示
室
で
は、
熱

心
に
展
示
物
に
見
入
る
拝
観
者

の
姿
が
多
く
見
ら
れ
た。

ま
た
拝
殿
前
に
は、
今
年
も

キ
リ
ス
ト
型
書
塾
の
方
々
が
丹

精
込
め
て
折
り
上
げ
た
数
千
羽

もの
折
鶴
が
供
え
ら
れ
た。

神
職
を
目
指
す
園
事
院
・

皇
皐
館
両
大
畢
女
子
学
生

神
社
で
実
習

去
る
八
月
十
H
か
ら
十
六
日

ま
で
の
七
日
間、
園
事
院・
皇

皐
館
両
大島T
神
職
養
成
明
階
謀

程
履
修
の
女
子
学
生
十
二
名
が、

埼倒
神
社
で
実
習
を
行っ
た。

実
習
生
等
は
神
職
に
よ
る
講

話
や、
遊
就
館
の
拝
観
等
を
通

じ
て、
神
社
の
概
要
を
学
ぶ
と

共
に、
早
朝
の
社
殿
の
清
掃、

月
次
祭
等
諸
祭
典
へ
の
参
列、

神
札
授
与
な
ど
の
神
社
実
務
を

経
験
し
た。

特
に
八
月
十
五
日
の
終
戦
記

念
日
の
奉
仕
で
は、
大
勢
の
参

拝
者
と
の
接
過
に
お
い
て、
神

社
に
対
す
る
逃
族
や
崇
敬
者
の

想
い
を
肌
で
感
じ
取っ
て
い
た

様
子
だっ
た。

こ
の
実
習
を
通
じ、
将
来
立

派
な
神
職
と
し
て
斯
界
に
民
献

さ
れ
る
こ
と
を
則
侍
し
た
い。

関
西
仏
教
懇
話
会
参
拝

去
る
八
月
十
九
日、
四
天
王

寺
管
長
出
口
順
得
氏
以
下
関
西

側
教
懇
話
会
の
各
宗
派
代
表
四

十一
名
が、
揃っ
て
当
神
社
に

参
拝
さ
れ
た。
当
日
は、
先
ず

拝
殿
に
お
い
て
修
蹴、
続
い
て

英
霊
悲
肢
の
仏
式
勤
行
を
行っ

た
後、
本
殿
に
て
正
式
参
拝。

次
い
で
参
集
殿
二
階
桜
の
問
に

お
い
て
京
極
宮
司
か
ら
蛸
聞
神

社
の
近
況
に
つ
い
て
約
三
十
分

に
亘
り
講
話
を
し
た。
続
い
て

一
行
は
遊
就
館
を
拝
観
し
た
後、

神
社
を
後
に
し
た。

拝殿で行われた慰鑓の勤行

全
祭
神

松尾
辰子殿

（奈良県）

高
額
奉
納

此
の
度、
多
く
の
筋
志
家
よ

り
高
額
の
悲
納
が
あ
り
ま
し
た。

五
十
万
円
以
上
奉
納
の
方
に
限

り、
御
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
蹴

き、
改
め
て
感
謝
の
誌
を
表
し

ま
す。

鈴木市平命（故）
富田
ふみ殿

（
東京都）

凹平辰男命

谷口一三命

金山光夫命

島根
正一命

島根
市命

鈴木賢一命
谷口
と士山殿

（岐阜県）

小西
秀樹殿

（埼玉県）

島根
初枝殿

（埼玉県）

鈴木
文隆殿

鈴木
洋子殿

（静岡県）

富井

鍛殿

（
東京都）

藤田
尚正殿

（富山県）


